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◆講座の紹介

履修期間と単位
主科目として４年。１年あたり通年で８単位まで。ただし、講義•実習•演習は
年間１５時間で１単位、実験／研究は年４０時間で１単位とする。

担当教官
教員名 専門分野

教授 安達 三美 分子生物学、老化再生、マイクロアレイ
教授 飯塚 眞由 分子生物学、腫瘍学、マイクロアレイ
講師 西森 茂樹 分子生物学、骨・軟骨の生物学
助教 諏佐 崇生 分子生物学、核酸実験、核内受容体
助教 秋元 美穂 がん細胞とEMT、次世代シークエンシング
助教 奥平 准之 分子生物学、老化、がん

一般教育目標
サイエンスにどっぷり浸り、自分でしか、なし得ない発見の喜びを知る機会を諸君に提供したい。約2-3年間、諸君の
時間をごっそりいただきたい。その後の臨床医としての飛躍に結びつく道案内をさせてもらいたい。基礎医学で独立
する道もvery welcomeである。
遺伝子転写つまり遺伝子発現と、病態やその治療効果とが密接に関係していることが分かったことからDNAマイクロ
アレイ法が隆盛をきわめているが、ここで主役を演じる転写因子が分子生物学的手法を用いて臨床医学のレベルで
研究されるようになった嚆矢は、たかだか30年前のステロイドホルモンの核内受容体遺伝子の単離である。NFκBや
AP1の登場はさらにその後である。この核内受容体が生化学教室の主たる攻撃目標である。また、もう一つの主な
テーマである個体の老化の促進にも、ステロイドホルモンと核内受容体が深く関わっていることがわかってきた。
遺伝子改変動物が、生物学研究の必要不可欠な道具となり、iPS細胞の臨床応用による再生医療がいまや実現一
歩手前まで来ている。次世代核酸配列網羅解析も完全に我々の視野に入った。諸君とともにこれらのツールを使いこ
なし、トランスレーショナルリサーチに没頭できる環境を作ることを我々の教室の目標とする。



目標

① 分子細胞生物学の実験手法を系統的かつ徹底的に学び、常に自らのレベルをブラッシュ
アップさせて、より高く、より深い世界基準を理解し実践できる。

② 臨床に直結していようが、一見臨床とは無関係であるかは問わないが、臨床からもたらさ
れる未解決の問題を常に意識できる環境を供給する。

③ 国内外の学会、研究会に自分のデータを持って臨戦できる態勢を作る。卒業までに海外
超一流誌に１編以上first authorとして発表する。

④ 世界をリードする研究室への国内外留学も選択肢の一つとする。

⑤ 諸君より若い新入大学院生を、指導教育することも重要な項目である。

⑥ 糖尿病や内分泌疾患の臨床研究を主体とした形も歓迎する。

⑦ 2年生の生化学の授業の担当補助業務もまた魅力ある行動である。

⑧ 臨床で遭遇した疾患に対して、血液、生検材料、病理標本から網羅的な遺伝子・蛋白解
析を、今はまだ次世代と呼ばれるアプローチによって推し進める。
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